
大篠小学校校区にお住まいの令和4年度新入生の皆さま・周辺校の地域の皆さまへ

大篠小学校 隣接校選択制度大篠小学校 隣接校選択制度
　大篠小学校校区に居住する就学予定者とその保護者が、隣接する６校の特色ある学校環境の中での教育
を希望する場合、一定の条件がありますが、隣接校６校への入学が認められます。

　大篠小学校校区に居住している就学予定者で、令和4年度
に入学する者。
※原則として入学時のみに選択可能です。
※上記就学予定者の兄姉で、既に大篠小学校に在籍している

児童については、就学予定者と同時に選択可能とします。
※転入生については、家庭からの申し出により、その学年にか

かわらず転入時に選択可能とします。

10月上旬　入学通知発送
 ・対象者には制度の案内を同封します。
10月1日（金）～11月12日（金）　申請受付
 ・申請書は教育委員会または隣接校にあります。
10月1日（金）～11月３０日（火）　学校見学
 ・学校へ直接予約し、見学してください。
10月・11月　就学時健診
 ・希望する隣接校で受診可能です。
12月中旬　就学指定校変更の決定通知発送

・ 保護者は制度の趣旨・目的を十分理解し、登下校時における安全の確保に努め、ＰＴＡ活動やその他学校の行事な
どに協力することが必要となります。

・ ６年間の通年通学を原則とします。
・ 選択を希望する保護者は、申請前に学校教育課にご相談ください。
・ この制度を利用して隣接校を卒業した場合、中学校入学の際には香長中学校、もしくは通学した隣接校校区の中学

校の、どちらかを選択することができます。
・ 隣接６校の児童数の状況により、募集定員数（兄弟・姉妹に限る）を定めるなど、ご希望に沿えない場合があります。

知育・徳育・体育・食育のバランスの
とれた教育活動を展開している

稲生小学校
学校支援地域本部事業を展開
し、地域に根ざした学校づくりに
努めている

長岡小学校
心豊かでたくましく生きる、人権
尊重を基盤とした人間力の育成
を目指している

日章小学校
「つながる広がるＨａｐｐｙ日章」
を合言葉に、小１・２年は外国語
活動、小３年から英語科として
英語教育を推進している

岡豊小学校
道徳教育を大切にし、地域を愛
し、学び続ける子どもの育成を
目指している

後免野田小学校
みんな輝く、楽しい学校～子どもた
ちが主人公～  一人ひとりを大切
にする学級づくりと学ぶ意欲を引
き出す授業づくりに努めている

三和小学校
「やさしく、かしこく、たくましく」

いきいき輝く三和の子の育成を目指している

大篠小学校

対象者 入学までのスケジュール

注意事項

■問い合わせ／学校教育課　☎８８０－６５６８

人が育つ大篠小学校。算数教育を中心に、友達と
関わりながら学習を深めていく指導を行っている 危険宅地

この宅地に入る
ことは危険です。

要注意宅地要注意宅地

要注意要注意

この宅地に入る場
合は十分に注意し
てください。

調査済宅地危険宅地 調査済宅地
この宅地の被災程
度は小さいと考え
られます。

ご存知です
か？　 被災宅地 危険度判定

被災建築物 応急危険度判定

　被災宅地危険度判定とは、大規模な地震や大雨などで、宅地が大規模かつ広範囲に被災した場合に、宅地の
被害状況を迅速かつ的確に把握したうえで危険度を判定し、住民の皆様に情報提供を行うことにより、二次被害
の軽減・防止を図ろうとするものです。
　被災宅地危険度判定の結果は、下記の3種類の判定ステッカー（A３サイズ）を見えやすい場所に表示し、当
該宅地の使用者・居住者だけでなく、宅地の付近を通行する歩行者に対しても安全性を識別できるようにします。
　平成28年の熊本地震の際は、本県の被災宅地危険度判定士延べ１３５名が、被災市町村（熊本市、益城町、
南阿蘇村など）へ派遣され、約19,000件の判定が行われました。

　判定ステッカーには、対処方法の簡
単な説明や、二次災害防止の処置も明
示します。また、問い合わせ先も表示し
ています。
　なお、判定は造成された宅地の擁壁
や斜面等の確認を行うもので、罹災（り
さい）証明に係る調査や、建築物につ
いて確認を行う被災建築物応急危険度
判定とは異なります。

　その他の地震発生後の建物に関す
る判定として次のようなものがありま
す。これらは判定の目的や基準がそ
れぞれ異なります。
■住家被害認定…「罹災（りさい）証
明書」を発行する目的で、住家の
被害程度を認定するもの

■被災度区分判定…建物の復旧対策
を検討する目的で、応急危険度判
定後に、建物の被災度を詳細に判
定するもの

■被災宅地 危険度判定

　大きな地震が起きると、建物は少なからずダメージを受け、倒壊は免れていても耐震性が低下するなどの影響
を受けている可能性があります。これらの建物は、その後の余震によって倒壊したり部材が落下したりして人的被
害を起こしかねません。
　このため、被災者がそのまま家にいていいのか、避難所に避難した方がいいのかなどを判断するために、救命・
救急・消防活動と並行して、できるだけ速やかに応急危険度判定を行う必要があります。応急危険度判定は、
国や地方公共団体、建築関係団体などが連携し、被災地域に判定士を派遣して行います。判定結果は３種類の
判定ステッカー（A３サイズ）を建物の出入口などに表示します。

■被災建築物 応急危険度判定
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調査済危　険 調査済危　険

■問い合わせ／
　都市整備課　☎880-6582

■問い合わせ／
住宅課　☎880-6558

それぞれの目的をご理解いただき、判定のための調査の際にはご協力ください。
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可能です
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